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緑色蛍光体-SiAlON:Eu2+について時間分解発光スペクトルを調べると、時定数が数s の Eu2+ 発光

減衰のあとに数 msと長時間に及ぶ減衰がみられる。この残光は欠陥経由の発光と考えられるが、熱ル

ミネッセンス(TL)、ESRで調べても、製品レベルの Eu濃度では欠陥はほとんど検出されない。赤色蛍

光体 CaAlSiN3:Eu2+の場合[1]、Eu濃度を低くすると欠陥が TL、ESRで検出され、欠陥からの青色発光

も直接観測されるようになる。今回、低酸素-SiAlON:Eu2+ (Si6-zAlzOzN8-z z=0.03) について、Eu無添加

および Eu=0.001~0.3まで変化させたサンプルを合成し、時間分解スペクトル、ESRなどによる測定と

検討を行った。 

低 Eu濃度(Eu=0.001)サンプルの、低温(12K)での時間分解スペクトルを Fig.1 に示す。ブロードな緑

色発光(530nm)と一連の線スペクトル(510nm etc.)のほか、ブロードな青色発光(460nm)と Eu3+による赤

色発光(590, 615nm)がある。Eu3+の減衰曲線は直線に近く他の発光とは異なった減衰を示す。一方、緑

色および青色の発光は、1ms以降は互いに似た減衰曲線を示す。それぞれの発光強度の Eu濃度依存性

(Fig.2)では、460nmの青色発光強度は Eu低濃度(0.001)のとき高く、Euが増加するとゆるやかに低下す

る。Fig.3の ESRで観測した g値 2.0026のシャープな信号(窒素欠陥 VN)の強度についての Eu濃度依存

性では、Eu添加濃度の-1/3乗程度で信号強度が弱くなっている。 

Eu濃度依存性において VNの信号強度と青色発光強度の相似性が高いことから、青色発光は VNによ

る発光であり、Eu2+の残光は VN経由の発光であると考えられる。なお、Eu濃度が高くなるにしたがい

青色発光強度と VN信号強度が弱くなるのは、Eu2+ には欠陥がトラップとして働かないようにする効果

があるためと推測している。 
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